
　
　

は
じ
め
に

　
　

一　

崇
徳
殿
所
在
の
諸
説

　
　
　

１　
「
南
宮
説
」
に
つ
い
て

　
　
　

２　
「
北
宮
説
」
に
つ
い
て

　
　
　

３　
「
両
宮
説
」
に
つ
い
て

　
　

二　

各
時
期
の
崇
徳
殿
の
所
在

　
　
　

１　

明
帝
期
の
「
乃
新
崇
徳
」

　
　
　

２　

殤
帝
期
の
「
殯
於
崇
徳
前
殿
」

　
　
　

３　

順
帝
期
の
「
共
会
崇
徳
殿
上
」

　
　
　

４　

霊
帝
期
の
「
引
入
崇
徳
殿
」

　
　
　

５　

献
帝
期
の
「
集
群
僚
於
崇
徳
前
殿
」

　
　

三　
「
両
宮
説
」
成
立
の
原
因
─
─
後
漢
「
朝
」
空
間
か
ら
の
影
響

　
　

お
わ
り
に

　
　

は
じ
め
に

後
漢
の
「
南
宮
︙
︙
正
殿
は
崇
徳
殿
と
曰
う
。（
南
宮
︙
︙
正
殿
曰
崇
徳

殿
。）」１
こ
れ
は
、
清
代
の
顧
祖
禹
の
著
作
『
読
史
方
輿
紀
要
』
に
載
せ
た
後
漢

洛
陽
の
宮
城
に
関
す
る
検
討
成
果
の
一
つ
で
あ
る
。
崇
徳
殿
は
皇
帝
の
即
位
礼

や
殯
礼
な
ど
重
要
な
儀
式
を
行
う
宮
殿
で
あ
り
、
そ
の
重
要
性
は
北
宮
に
あ
る

後
漢
帝
国
の
中
心
と
し
て
の
徳
陽
殿
２

に
比
肩
す
る
３

。

こ
の
重
要
な
崇
徳
殿
の
建
設
位
置
に
つ
い
て
、
学
界
に
議
論
が
多
い
。
例
と

し
て
、
二
〇
一
六
年
に
出
版
さ
れ
た
『
漢
魏
晋
南
北
朝
時
代
の
都
城
と
陵
墓
の

研
究
』
に
お
い
て
、
村
元
健
一
氏
は
第
五
章
第
二
節
「
崇
徳
殿
の
位
置
に
つ
い

て
」
で
崇
徳
殿
の
所
在
問
題
を
検
討
し
た
４

。
二
〇
一
七
年
に
出
版
さ
れ
た
『
西

晋
時
代
の
都
城
と
政
治
』
に
お
い
て
、
田
中
一
輝
氏
は
第
二
章
第
一
節
「
後
漢

崇
徳
殿
に
つ
い
て
」
で
同
一
問
題
を
論
述
し
た
５

。
し
か
し
、
今
日
に
至
る
ま

で
、
学
界
は
崇
徳
殿
の
所
在
問
題
に
つ
い
て
、
ま
だ
定
論
を
出
し
て
い
な
い
。

故
に
、
崇
徳
殿
の
所
在
問
題
は
、
間
違
い
な
く
後
漢
・
魏
晋
南
北
朝
の
都
城
研

究
・
宮
城
研
究
・
宮
殿
研
究
、
お
よ
び
関
連
す
る
空
間
研
究
に
お
い
て
避
け
ら

　
　
　
後
漢
洛
陽
崇
徳
殿
所
在
の
再
検
討

　
　
　
　
　
　
　

─
─ 「
朝
」
空
間
と
い
う
新
視
点
か
ら
の
探
索 

─
─

�

聶
　
　
　
　
　
寧
＊
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れ
な
い
問
題
で
あ
る
。

都
城
研
究
の
一
環
と
し
て
の
秦
漢
時
代
「
朝
」
空
間
研
究
６

に
お
い
て
、
筆

者
は
、「
朝
」
空
間
と
い
う
新
視
点
か
ら
、
後
漢
洛
陽
の
宮
城
制
度
が
「
南
北

両
宮
制
」
と
定
義
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
て
質
疑
を
出
し
た
上
に
、
後
漢
「
朝
」

空
間
の
建
設
ポ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
、
帝
都
建
設
計
画
の
崇
徳
殿
と
実
際
に
使
用

さ
れ
て
い
た
崇
徳
殿
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
崇
徳

殿
の
存
在
状
態
に
つ
い
て
は
学
界
で
ま
だ
議
論
さ
れ
て
い
な
い
。
且
つ
ま
た
、

崇
徳
殿
は
、
即
位
礼
や
殯
礼
な
ど
の
儀
式
を
行
う
宮
殿
と
し
て
、
宮
城
の
重
要

な
施
設
で
あ
り
、
後
漢
「
朝
」
空
間
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
。
崇
徳
殿
の
所
在

問
題
は
後
漢
「
朝
」
空
間
の
特
徴
と
密
接
に
関
連
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

後
漢
「
朝
」
空
間
の
「
北
『
正
宮
』
皇
帝
『
朝
』・
南
『
離
宮
』
太
后
『
朝
』

の
空
間
特
徴
」７
は
、
崇
徳
殿
の
設
置
に
直
接
影
響
を
与
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

し
た
が
っ
て
、
本
稿
８

は
、
先
行
研
究
を
踏
襲
し
つ
つ
、
後
漢
「
朝
」
空
間

研
究
の
結
果
９

に
基
づ
き
、
後
漢
洛
陽
の
崇
徳
殿
の
所
在
問
題
を
再
検
討
す
る
。

す
な
わ
ち
、
①
崇
徳
殿
は
ど
こ
に
構
築
さ
れ
た
か
、
②
崇
徳
殿
は
な
ぜ
こ
の
よ

う
な
空
間
配
置
を
持
っ
て
い
た
か
、
③
崇
徳
殿
所
在
論
争
の
存
在
の
原
因
は
何

で
あ
ろ
う
か
、
と
い
う
疑
問
を
究
明
し
、
後
漢
洛
陽
崇
徳
殿
の
所
在
問
題
に
対

し
て
、
一
つ
の
解
決
案
を
提
出
す
る
の
で
あ
る
。

　
　

一　

崇
徳
殿
所
在
の
諸
説

後
漢
の
洛
陽
は
中
国
帝
都
の
歴
史
の
中
で
唯
一
の
「
両
宮
制
」
を
も
つ
首
都

で
あ
る
と
学
界
に
称
さ
れ
る
。
洛
陽
城
に
は
、
南
北
両
宮
城
（
南
宮
・
北
宮
）

が
あ
る
（
図
１
）。
こ
の
二
つ
の
宮
城
は
実
際
に
後
漢
の
終
わ
り
ま
で
使
用
さ

れ
た
。

そ
の
た
め
、
崇
徳
殿
所
在
に
関
す
る
次
の
三
説
が
あ
る
。
崇
徳
殿
は
南
宮
に

あ
る
と
い
う
「
南
宮
説
」、
崇
徳
殿
は
北
宮
に
あ
る
と
い
う
「
北
宮
説
」、
南
宮

に
も
北
宮
に
も
崇
徳
殿
が
あ
る
と
い
う
「
両
宮
説
」
が
あ
る
。
以
下
で
は
、
こ

の
三
説
の
歴
史
的
根
拠
（
文
献
記
録
）
と
代
表
的
な
研
究
成
果
を
挙
げ
、
三
説

に
あ
る
問
題
点
を
分
析
す
る
。

図1　王仲殊の後漢洛陽城図
出所： 王仲殊「中国古代都城概説」（『考古』、

1982年第５期）より転載

二
六



　
　
　
　

１　
「
南
宮
説
」
に
つ
い
て

『
後
漢
書
』
安
帝
紀
に
「
八
月
、
殤
帝　

崩
じ
、
太
后　

兄
た
る
車
騎
将
軍

の
鄧
騭
と
与
に
策
を
禁
中
に
定
む
。
其
の
夜
、
騭
を
し
て
節
を
持
し
、
王
の
青

蓋
車
を
以
て
帝
を
迎
え
、
殿
中
に
斎
せ
し
む
。
皇
太
后
は
崇
徳
殿
に
御
し
、
百

官
は
皆
な
吉
服
し
、
群
臣
は
陪
位
し
、
引
き
て
帝
を
拝
し
て
長
安
侯
と
為
す

（
八
月
、
殤
帝
崩
、
太
后
与
兄
車
騎
将
軍
鄧
騭
定
策
禁
中
。
其
夜
、
使
騭
持
節
、

以
王
青
蓋
車
迎
帝
、
斎
於
殿
中
。
皇
太
后
御
崇
徳
殿
、
百
官
皆
吉
服
、
群
臣
陪

位
、
引
拝
帝
為
長
安
侯
）」10
と
あ
る
。
こ
こ
の
崇
徳
殿
に
つ
い
て
、
唐
代
の
李

賢
は
「
洛
陽
の
南
宮
に
崇
徳
殿
あ
り
（
洛
陽
南
宮
有
崇
徳
殿
）」11
と
注
釈
を
附

し
て
い
る
。

ま
た
、
西
晋
の
陸
機
『
洛
陽
記
』
に
「
南
宮
に
崇
徳
殿
あ
り
（
南
宮
有
崇
徳

殿
）」12
と
あ
る
。

さ
ら
に
、『
三
国
志
』
文
帝
紀
の
「
十
二
月
、
初
て
洛
陽
宮
を
営
む
（
十
二

月
、
初
営
洛
陽
宮
）」
に
対
し
て
、
南
朝
宋
の
裴
松
之
は
「
明
帝
の
時
に
至
り
、

始
め
て
漢
の
南
宮
の
崇
徳
殿
の
処
に
太
極
殿
・
昭
陽
諸
殿
を
起
つ
（
至
明
帝
時
、

始
於
漢
南
宮
崇
徳
殿
処
起
太
極
・
昭
陽
諸
殿
）」13
と
注
釈
を
附
し
て
い
る
。
後

漢
の
南
宮
に
崇
徳
殿
が
あ
る
こ
と
を
明
確
に
記
し
て
い
る
。

ほ
か
に
、『
水
経
注
』
穀
水
に
は
「
魏
の
明
帝
は
洛
陽
の
南
宮
を
天
の
太
極

に
象
り
、
太
極
殿
を
漢
の
崇
徳
殿
の
故
処
に
起
つ
（
魏
明
帝
上
法
太
極
於
洛
陽

南
宮
、
起
太
極
殿
於
漢
崇
徳
殿
之
故
処
）」14
と
あ
り
、
太
極
殿
を
後
漢
の
崇
徳

殿
の
旧
跡
に
お
い
て
築
い
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

前
引
し
た
清
代
の
顧
祖
禹
『
読
史
方
輿
紀
要
』
に
「
南
宮
正
門　

即
ち
端
門
、

旁
に
鴻
都
・
盛
徳
・
九
龍
及
び
金
商
・
青
鎖
諸
門
あ
り
。
其
の
正
殿　

崇
徳
殿

と
曰
い
、
旁
は
嘉
徳
殿
と
為
し
、
崇
徳
殿
の
西　

則
ち
金
商
門
な
り
（
南
宮
正

門
即
端
門
、
旁
有
鴻
都
・
盛
徳
・
九
龍
及
金
商
・
青
鎖
諸
門
。
其
正
殿
曰
崇
徳
殿
、

旁
為
嘉
徳
殿
、
崇
徳
殿
西
則
金
商
門
也
）」15
と
い
う
検
討
結
果
が
あ
る
。
後
漢

南
宮
の
正
殿
は
崇
徳
殿
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
記
し
て
い
る
。

現
代
で
は
、
例
と
し
て
、
張
鳴
華
氏
は
「
東
漢
南
宮
考
」
で
「
南
宮
説
」
に

賛
成
し
、
崇
徳
殿
が
南
宮
の
前
殿
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
16

。
王
啓
敏

氏
は
「
東
漢
洛
陽
南
宮
史
事
考
」
で
同
じ
く
崇
徳
殿
が
南
宮
に
位
置
す
る
こ
と

を
主
張
し
、
南
宮
の
正
殿
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
17

。

　
　
　
　

２　
「
北
宮
説
」
に
つ
い
て

後
漢
の
張
衡
『
東
京
賦
』
の
「
乃
ち
崇
徳
を
新
に
し
、
遂
い
に
徳
陽
を
作
る

（
乃
新
崇
徳
、
遂
作
徳
陽
）」
に
対
す
る
三
国
呉
の
薛
綜
の
注
に
「
崇
徳
・
徳
陽
、

皆
な
殿
名
な
り
。
崇
徳　

東
に
あ
り
、
徳
陽　

西
に
あ
り
、
相
去
る
こ
と
五
十

歩
（
崇
徳
・
徳
陽
、
皆
殿
名
也
。
崇
徳
在
東
、
徳
陽
在
西
、
相
去
五
十
歩
）」18

と
あ
る
。
徳
陽
殿
が
北
宮
に
あ
っ
た
こ
と
は
『
後
漢
書
』
に
明
証
が
あ
る
た
め
、

こ
の
記
載
は
崇
徳
殿
が
北
宮
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

「
北
宮
説
」
を
主
張
す
る
代
表
的
な
現
代
学
者
は
銭
国
祥
氏
で
あ
る
。
銭
国

祥
氏
の
結
論
は
、
南
宮
の
主
殿
は
「
前
殿
」
と
称
さ
れ
、
正
門
は
平
城
門
に
直

面
し
、
北
宮
の
正
殿
は
徳
陽
殿
と
崇
徳
殿
で
あ
り
、
正
門
は
朱
雀
門
と
称
さ
れ

二
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る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
19

。
銭
国
祥
氏
の
推
定
し
た
徳
陽
殿
と
崇
徳
殿
の
位

置
関
係
は
、
図
２
の
よ
う
で
あ
る
。

す
で
に
北
宮
の
中
に
存
在
し
た
宮
殿
で
あ
り
、
後
漢
以
前
の
北
宮
の
正
門
（
南

門
）
に
直
面
し
て
い
た
宮
殿
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
23

。

　
　
　
　

３　
「
両
宮
説
」
に
つ
い
て

元
代
の
『
河
南
志
』
に
お
い
て
、
後
漢
城
闕
古
跡
条
に
南
宮
「
崇
徳
殿
、
宮

の
正
殿
（
崇
徳
殿
、
宮
之
正
殿
）」24
と
あ
り
、
同
条
に
北
宮
「
崇
徳
殿
、
亦
た

明
帝
造
る
（
崇
徳
殿
、
亦
明
帝
造
）」25
と
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
元
代
の
地
方
志

に
お
い
て
、
洛
陽
の
南
宮
と
北
宮
に
は
共
に
崇
徳
殿
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。ほ

か
に
、
李
久
昌
氏
は
『
国
家
、
空
間
与
社
会
─
─
古
代
洛
陽
都
城
空
間
演

変
研
究
』
で
、『
河
南
志
』
の
「
両
宮
説
」
に
賛
成
し
て
い
る
。
後
漢
の
光
武

帝
が
南
宮
に
南
宮
前
殿
を
建
て
た
。
こ
の
南
宮
前
殿
は
南
宮
の
崇
徳
殿
で
あ

る
。
ま
た
、
北
宮
の
崇
徳
殿
は
明
帝
期
に
新
た
に
修
繕
さ
れ
た
宮
殿
で
あ
る
た

め
、
両
宮
に
「
崇
徳
」
と
称
さ
れ
る
宮
殿
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
26

。

崇
徳
殿
所
在
の
「
南
宮
説
」、「
北
宮
説
」
お
よ
び
「
両
宮
説
」
を
合
わ
せ
て

み
れ
ば
、「
南
宮
説
」
と
「
北
宮
説
」
の
成
立
に
伴
い
、
歴
史
の
文
献
資
料
を

否
定
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
同
時
に
、「
南
宮
説
」
と
「
北
宮
説
」

は
「
両
宮
説
」
を
完
全
に
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
も
わ
か
る
。
こ
れ

は
恐
ら
く
後
漢
洛
陽
崇
徳
殿
の
所
在
に
関
す
る
定
論
が
出
さ
れ
て
い
な
い
原
因

で
あ
ろ
う
。

図2　銭国祥の後漢の洛陽城南北宮平面布局復元図
出所： 銭国祥「中国古代漢唐都城形制的演進──由曹

魏太極殿談唐長安城形制的淵源」（『中原文物』、
2016年第4期）より転載

ま
た
、
例
と
し
て
、
外
村
中
氏
は
、「
魏
晋
洛
陽
都
城
制
度
攷
」
に
お
い
て
、

「B
ielenstein

氏
が
後
漢
の
崇
徳
殿
は
後
漢
の
南
宮
で
は
な
く
北
宮
に
位
置
し
て

い
た
ら
し
い
点
を
い
ち
早
く
指
摘
し
た
こ
と
に
よ
り
注
目
さ
れ
る
」
と
指
摘
し

た
う
え
に
、「
北
宮
説
」
に
賛
成
し
て
い
る
20

。
村
元
健
一
氏
は
『
漢
魏
晋
南

北
朝
時
代
の
都
城
と
陵
墓
の
研
究
』
で
「
北
宮
説
」
を
主
張
し
21

、
田
中
一
輝

氏
は
『
西
晋
時
代
の
都
城
と
政
治
』
で
、「
北
宮
説
」
に
賛
成
し
て
い
る
22

。

陳
蘇
鎮
氏
は
「
東
漢
的
南
宮
和
北
宮
」
で
、
崇
徳
殿
が
徳
陽
殿
の
建
設
前
の
北

宮
正
殿
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
崇
徳
殿
は
後
漢
以
前
に

二
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前
述
の
よ
う
に
、
崇
徳
殿
の
所
在
問
題
は
後
漢
「
朝
」
空
間
の
空
間
配
置
に

深
く
関
わ
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
こ
に
注
目
す
べ
き
な
の
は
後
漢
の
皇
帝

「
朝
」
空
間
が
南
宮
か
ら
北
宮
に
移
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
後
漢
初
期
に
、
光

武
帝
は
、
初
め
て
洛
陽
に
帝
都
を
定
め
、
朝
政
を
執
る
「
朝
」
空
間
を
必
要
と

し
た
た
め
、
一
時
的
に
皇
帝
「
朝
」
空
間
を
南
宮
に
設
置
し
た
。
そ
の
後
、
明

帝
が
即
位
し
た
後
、
北
宮
に
お
い
て
、
新
た
な
皇
帝
「
朝
」
空
間
を
建
築
し

て
政
務
場
所
を
南
宮
か
ら
北
宮
に
移
し
た
。
こ
の
「
朝
」
空
間
の
移
転
は
後

漢
の
洛
陽
帝
都
建
設
計
画
の
一
部
で
あ
る
27

。
つ
ま
り
、
南
宮
は
後
漢
の
皇

帝
「
朝
」
空
間
の
一
時
的
な
所
在
地
で
あ
り
、
北
宮
は
正
式
的
な
所
在
地
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
後
漢
「
朝
」
空
間
の
重
要
な
施
設
と
し
て
の
崇
徳
殿
は
皇

帝
「
朝
」
空
間
と
共
に
南
宮
か
ら
北
宮
に
移
転
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、『
河
南
志
』
に
記
さ
れ
る
南
宮
と
北
宮
に
は
共
に
崇
徳

殿
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
の
た
め
、
次
の
第
二
節
で
は
、
歴
史
的
記
録
に
あ
る
崇
徳
殿
の
記
載
を
年

代
順
に
リ
ス
ト
し
、
そ
の
崇
徳
殿
の
所
在
を
再
検
討
す
る
。

　
　

二　

各
時
期
の
崇
徳
殿
の
所
在

後
漢
の
崇
徳
殿
に
か
か
わ
る
文
献
記
録
に
は
、
主
に
次
の
五
つ
の
時
期
の
記

載
が
あ
る
。

① 

張
衡
『
東
京
賦
』
に
記
さ
れ
て
い
る
明
帝
期
の
崇
徳
殿
の
こ
と
で
あ
る
。

② 

殤
帝
の
殯
宮
と
し
て
の
崇
徳
殿
の
こ
と
で
あ
る
。

③ 

順
帝
の
即
位
前
後
の
過
程
を
記
述
し
て
い
る
史
料
の
中
に
あ
る
崇
徳
殿
の

こ
と
で
あ
る
。

④ 

楊
賜
・
蔡
邕
ら
は
霊
帝
の
詔
を
承
り
、
天
象
の
祥
異
を
討
論
し
た
場
所
で

あ
る
崇
徳
殿
の
こ
と
で
あ
る
。

⑤ 

董
卓
が
献
帝
を
改
立
し
た
場
所
で
あ
る
崇
徳
殿
の
こ
と
で
あ
る
。

右
の
五
つ
の
時
期
は
、
百
年
に
わ
た
り
、
各
時
期
の
記
録
に
崇
徳
殿
と
称
さ

れ
る
施
設
の
記
載
が
あ
る
が
、
同
じ
宮
殿
を
示
す
と
い
う
こ
と
は
断
言
で
き
な

い
。
し
た
が
っ
て
、
次
に
、
こ
の
五
つ
の
時
期
の
崇
徳
殿
の
所
在
を
分
析
す

る
。

　
　
　
　

１　

明
帝
期
の
「
乃
新
崇
徳
」

張
衡
『
東
京
賦
』
に
あ
る
「
乃
ち
崇
徳
を
新
た
に
し
、
遂
い
に
徳
陽
を
作

る
。
南
端
の
特
闈
を
啓
き
、
応
門
の
将
将
た
る
を
立
つ
。
仁
惠
を
崇
賢
に
昭
か

に
し
、
義
声
を
金
商
に
抗
ぐ
。
雲
龍
を
春
路
に
飛
ば
し
、
神
虎
を
秋
方
に
屯
す

︙
︙
（
乃
新
崇
徳
、
遂
作
徳
陽
。
啓
南
端
之
特
闈
、
立
応
門
之
将
将
。
昭
仁
惠

於
崇
賢
、
抗
義
声
於
金
商
。
飛
雲
龍
於
春
路
、
屯
神
虎
於
秋
方
︙
︙
）」28
と
い

う
記
述
は
、
後
漢
の
明
帝
の
時
期
に
、
既
存
の
崇
徳
殿
は
新
た
に
修
繕
さ
れ
た

こ
と
、
ま
た
徳
陽
殿
は
新
築
さ
れ
た
こ
と
を
記
載
し
、
崇
徳
殿
が
明
帝
期
以
前

に
す
で
に
存
在
し
た
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
。
こ
の
『
東
京
賦
』
の
記
述
に
対

二
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し
て
、
薛
綜
は
「
崇
徳
・
徳
陽
、
皆
な
殿
名
な
り
。
崇
徳　

東
に
あ
り
、
徳
陽

　

西
に
あ
り
、
相
去
る
こ
と
五
十
歩
（
崇
徳
・
徳
陽
、
皆
殿
名
也
。
崇
徳
在
東
、

徳
陽
在
西
、
相
去
五
十
歩
）」29
と
注
釈
を
附
し
、
明
確
に
崇
徳
殿
と
徳
陽
殿
に

遠
く
離
れ
て
い
な
い
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
徳
陽
殿
が
北
宮
に
あ
っ
た
こ
と
は

『
後
漢
書
』
に
明
証
が
あ
る
た
め
、
薛
綜
の
注
釈
は
崇
徳
殿
が
北
宮
に
あ
る
こ

と
も
示
唆
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
明
帝
期
の
後
漢
帝
都
建
設
活
動
に
は
北
宮

の
崇
徳
殿
を
修
繕
す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　

２　

殤
帝
期
の
「
殯
於
崇
徳
前
殿
」

崇
徳
殿
は
重
要
な
儀
礼
を
行
う
と
こ
ろ
で
あ
り
、
殤
帝
の
殯
宮
、
安
帝
の
即

位
礼
の
場
所
と
し
て
使
用
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
殤
帝
期
の
崇
徳
殿
に
つ
い

て
、『
後
漢
書
』
殤
帝
紀
に
「
八
月
辛
亥
、
帝 

崩
ず
。
癸
丑
、
崇
徳
前
殿
に
殯

す
（
八
月
辛
亥
、
帝
崩
。
癸
丑
、
殯
於
崇
徳
前
殿
）」30
と
あ
り
、
前
引
し
た
同

書
安
帝
紀
に
「
皇
太
后
は
崇
徳
殿
に
御
し
、
百
官
皆
な
吉
服
し
、
群
臣
陪
位

す
」
と
あ
り
、
唐
代
の
李
賢
は
「
洛
陽
の
南
宮
に
崇
徳
殿
あ
り
」
と
注
釈
し
て

い
る
。
殤
帝
の
殯
宮
と
し
て
の
崇
徳
殿
は
確
実
に
李
賢
の
注
釈
の
通
り
に
南
宮

に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
を
解
け
る
に
は
、
ま
ず
、
漢
代
の
殯
宮
に
つ

い
て
調
べ
る
。

『
漢
書
』
武
帝
紀
に
（
前
漢
の
武
）「
帝　

五
柞
宮
に
崩
じ
、
未
央
宮
の
前
殿

に
入
り
て
殯
す
（
帝
崩
於
五
柞
宮
、
入
殯
於
未
央
宮
前
殿
）」31
と
あ
り
、
同
書

の
霍
光
伝
に
「（
昭
帝
）
大
行
32　

前
殿
に
在
り
（
大
行
在
前
殿
）」33
と
あ
る
。

こ
れ
ら
の
前
漢
皇
帝
の
殯
宮
（
す
な
わ
ち
殯
の
場
所
）
の
記
載
に
よ
り
、
前
漢

の
皇
帝
は
未
央
宮
前
殿
に
殯
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
前
殿
は
未
央
宮
の
最
も
重

要
な
宮
殿
で
あ
る
た
め
、
前
漢
皇
帝
の
殯
宮
は
宮
城
の
最
も
重
要
な
宮
殿
に
設

置
さ
れ
た
と
判
断
で
き
る
が
、
後
漢
諸
帝
（
殤
帝
を
除
き
）
の
殯
宮
は
ど
こ
に

設
置
さ
れ
た
か
。

『
後
漢
書
』
光
武
帝
紀
に
（
光
武
帝
）「
南
宮
の
前
殿
に
崩
ず
（
崩
於
南
宮
前

殿
）」34
と
あ
り
、
同
書
の
広
陵
思
王
荊
伝
に
「
光
武
崩
じ
、
大
行　

前
殿
に
在

り
（
光
武
崩
、
大
行
在
前
殿
）」35
と
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
光
武
帝
の
殯
宮
は
南

宮
前
殿
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
桓
帝
紀
に
（
桓
）「
帝 

徳
陽
前
殿
に

崩
ず
（
帝
崩
於
徳
陽
前
殿
）」36
と
あ
り
、
桓
思
竇
皇
后
紀
に
「
桓
帝
梓
宮　

尚
お
前
殿
に
在
り
（
桓
帝
梓
宮
尚
在
前
殿
）」37
と
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
桓
帝

の
殯
宮
は
北
宮
の
徳
陽
殿
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
。
ま
た
、
霊
帝
紀
に
（
霊
）

「
帝 

南
宮
の
嘉
徳
殿
に
崩
ず
（
帝
崩
於
南
宮
嘉
徳
殿
）」38
と
あ
り
、
何
進
伝

に
（
霊
帝
）「
大
行 

前
殿
に
在
り
（
大
行
在
前
殿
）」39
と
あ
る
。
霊
帝
即
位

後
、
生
母
を
「
孝
仁
皇
后
」
と
称
し
た
。
霊
帝
の
生
母
は
太
后
に
な
っ
た
後

「
南
宮
の
嘉
徳
殿
に
居
ら
し
め
、
宮
を
永
楽
と
称
す
（
居
南
宮
嘉
徳
殿
、
宮
称

永
楽
）」40
（『
後
漢
書
』
孝
仁
董
皇
后
紀
）
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
嘉
徳
殿

は
太
后
の
住
居
と
さ
れ
た
場
所
に
な
り
、
宮
城
の
正
殿
で
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え

に
、
霊
帝
は
嘉
徳
殿
で
崩
じ
た
が
、
太
后
の
住
居
で
あ
る
嘉
徳
殿
に
殯
宮
を
設

置
す
る
は
ず
が
な
い
。
霊
帝
の
殯
宮
は
北
宮
の
徳
陽
殿
、
あ
る
い
は
南
宮
前
殿

に
設
置
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
南
宮
と
北
宮
に
は
共
に
皇
帝

の
殯
宮
を
設
置
で
き
る
宮
殿
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

三
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し
か
も
、
左
表
（
後
漢
諸
帝
の
殯
の
日
数
表
41

）
の
示
す
よ
う
に
後
漢
皇
帝

の
殯
の
時
間
は
短
く
な
か
っ
た
（
三
カ
月
以
上
殯
し
た
こ
と
が
あ
る
）。
殯
の

時
期
に
、
殯
宮
に
お
い
て
新
し
い
皇
帝
の
即
位
礼
を
行
う
た
め
42

、
殤
帝
の
殯

宮
と
し
て
の
崇
徳
殿
は
未
央
宮
前
殿
に
比
肩
す
る
宮
城
の
最
も
重
要
な
宮
殿
で

あ
る
と
言
え
る
。

殿
」
の
解
釈
も
こ
の
記
載
に
基
づ
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　

３　

順
帝
期
の
「
共
会
崇
徳
殿
上
」

順
帝
即
位
前
後
を
記
述
し
て
い
る
史
料
に
お
い
て
、
崇
徳
殿
の
記
載
が
あ

る
。こ

の
崇
徳
殿
の
所
在
問
題
は
、
崇
徳
殿
所
在
論
争
の
一
つ
の
重
点
で
あ
る
。

筆
者
は
村
元
健
一
氏
の
『
漢
魏
晋
南
北
朝
時
代
の
都
城
と
陵
墓
の
研
究
』
に
お

け
る
検
討
成
果
43

を
踏
ま
え
、
関
連
史
料
を
再
検
討
す
る
。
こ
こ
で
述
べ
る
必

要
が
あ
る
の
は
、
村
元
氏
の
議
論
に
お
い
て
次
の
三
つ
の
問
題
点
が
あ
る
。
①

順
帝
が
即
位
す
る
前
に
ど
の
場
所
に
居
し
て
い
た
か
。
②
順
帝
を
迎
え
る
宦
官

ら
は
、
順
帝
の
即
位
前
に
ど
の
宮
城
に
お
い
て
務
め
た
か
。
③
順
帝
が
北
宮
の

正
式
的
な
皇
帝
「
朝
」
空
間
に
お
い
て
即
位
し
た
が
、
な
ぜ
即
位
直
後
わ
ざ
わ

ざ
南
宮
に
行
っ
て
雲
台
で
「
百
官
を
召
」
し
た
か
。
よ
っ
て
、
筆
者
が
こ
の
三

つ
の
問
題
点
を
意
識
し
つ
つ
、
順
帝
即
位
前
後
の
関
連
人
物
の
空
間
的
位
置
を

究
明
し
、
問
題
の
解
決
を
試
み
る
。

ま
ず
、
即
位
直
前
、
順
帝
の
所
在
地
に
つ
い
て
、『
資
治
通
鑑
』
に
安
帝
の

延
光
三
年
（
一
二
四
年
）「
九
月
、
丁
酉
、
皇
太
子
の
保
を
廃
し
て
済
陰
王
と

為
し
、
徳
陽
殿
の
西
鐘
下
に
居
せ
し
む
（
九
月
、
丁
酉
、
廃
皇
太
子
保
為
済
陰

王
、
居
於
徳
陽
殿
西
鐘
下
）」44
と
い
う
記
載
が
あ
る
。
こ
の
記
録
に
よ
り
、
順

帝
が
即
位
す
る
前
に
北
宮
の
徳
陽
殿
の
西
鐘
下
に
居
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。

表　後漢諸帝の殯の日数表
皇　帝 殯の日数 備　　考
光武帝 29日
明帝 10日
章帝 11日
和帝 73日
殤帝 92日 崩、2日後殯
安帝 38日 （巡幸途中）崩、４日後発喪

（北郷侯） 27日
順帝 36日
沖帝 21日
質帝 31日
桓帝 44日
霊帝 65日

右
の
分
析
に
基
づ
き
、
殤
帝
の
殯
宮
を
設
置
す
る
崇
徳
殿
は
北
宮
に
あ
れ

ば
、
殤
帝
の
殯
す
べ
き
宮
殿
は
崇
徳
殿
で
は
な
く
、
徳
陽
殿
で
あ
る
こ
と
に
な

る
。
ゆ
え
に
、『
後
漢
書
』
殤
帝
紀
に
記
さ
れ
て
い
る
「
崇
徳
前
殿
に
殯
す
」

る
崇
徳
殿
は
確
実
に
後
漢
洛
陽
の
南
宮
に
あ
っ
た
。『
河
南
志
』
の
「
宮
の
正

三
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次
に
、『
後
漢
書
』
安
思
閻
皇
后
紀
に
、

 
（
安
）
帝 

道
に
疾
み
て
、
葉
県
に
崩
ず
︙
︙
皇
太
后　

臨
朝
し
、（
閻
）

顕
を
以
て
車
騎
将
軍
と
為
し
、（
そ
の
）
儀
は
三
司
に
同
じ
く
す
。
太

后 

久
し
く
国
政
を
專
ら
に
せ
ん
と
欲
し
、
幼
年
を
立
て
ん
こ
と
を
貪
り
、

（
閻
）
顕
ら
と
禁
中
に
定
策
し
、
済
北
惠
王
の
子
た
る
北
郷
侯
の
懿
を
迎

え
、立
て
皇
帝
と
為
す
︙
︙
少
帝　

立
つ
こ
と
二
百
余
日
に
し
て
疾
篤
し
。

（
閻
）
顕
の
兄
弟
及
び
江
京
ら
皆
な
左
右
に
在
り
。

 

（（
安
）
帝
道
疾
、
崩
於
葉
県
︙
︙
皇
太
后
臨
朝
、
以
（
閻
）
顕
為
車
騎

将
軍
儀
同
三
司
。
太
后
欲
久
專
国
政
、
貪
立
幼
年
、
与
（
閻
）
顕
等
定
策

禁
中
、
迎
済
北
惠
王
子
北
郷
侯
懿
、
立
為
皇
帝
︙
︙
少
帝
立
二
百
余
日
而

疾
篤
、（
閻
）
顕
兄
弟
及
江
京
等
皆
在
左
右
。）45

と
あ
る
。
こ
の
記
載
に
よ
り
、北
郷
侯
が
二
百
余
日
在
位
し
た
こ
と
が
わ
か
り
、

ま
た
、
外
戚
の
閻
顕
の
兄
弟
お
よ
び
江
京
が
北
郷
侯
の
左
右
に
い
た
こ
と
が
わ

か
る
。
つ
ま
り
、
北
郷
侯
は
、
外
戚
と
同
一
宮
城
に
い
て
、
ま
た
日
常
に
外
戚

と
共
に
政
を
議
す
る
皇
太
后
と
同
一
宮
城
に
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
皇
太
后
の
所
在
地
に
つ
い
て
、『
後
漢
書
』
順
帝
紀
の
記
載
が
手
が
か

り
を
与
え
て
く
れ
る
。「
近
臣
の
尚
書
以
下
、
輦
に
従
い
て
南
宮
に
到
り
、
雲

台
に
登
り
、
百
官
を
召
す
︙
︙
戊
午
、（
順
帝
は
）
使
者
を
遣
は
し
て
省
に
入

ら
し
め
、
璽
綬
を
奪
い
得
る
や
、
乃
ち
嘉
徳
殿
に
幸
す
（
近
臣
尚
書
以
下
、
従

輦
到
南
宮
、
登
雲
台
、
召
百
官
︙
︙
戊
午
、（
順
帝
）
遣
使
者
入
省
、
奪
得
璽

綬
、
乃
幸
嘉
徳
殿
）」46
と
あ
る
。
こ
の
記
載
に
よ
り
、
順
帝
が
即
位
直
後
、
南

宮
に
行
っ
て
禁
中
47

に
い
た
太
后
の
と
こ
ろ
か
ら
璽
綬
を
奪
い
得
た
こ
と
が

わ
か
る
。
こ
の
際
の
皇
太
后
は
南
宮
の
嘉
徳
殿
に
い
た
。
そ
の
う
え
、『
後
漢

書
』
黄
瓊
伝
に
「
大
い
に
旱
す
。
瓊 

復
た
上
疏
し
︙
︙
書 

奏
す
る
や
、
徳
陽

殿
に
引
見
せ
ら
れ
る
（
大
旱
、
瓊
復
上
疏
︙
︙
書
奏
、
引
見
徳
陽
殿
）」48
と
の

記
載
に
よ
り
、
璽
綬
を
得
た
後
、
順
帝
が
日
常
に
北
宮
で
執
政
し
た
こ
と
が
わ

か
る
。
つ
ま
り
、
順
帝
が
北
宮
で
即
位
し
、
北
宮
で
執
政
し
た
た
め
、
特
別
な

原
因
が
な
け
れ
ば
、
即
位
の
直
後
に
わ
ざ
わ
ざ
南
宮
に
行
く
可
能
性
が
な
い
と

言
え
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
原
因
は
、
太
后
の
と
こ
ろ
か
ら
皇
帝
の
身
分
を
明

示
す
る
璽
綬
を
奪
う
た
め
で
あ
ろ
う
。
逆
に
言
え
ば
、
順
帝
が
即
位
の
直
後
に

南
宮
に
行
っ
た
こ
と
は
太
后
が
当
時
南
宮
に
い
た
こ
と
を
傍
証
し
て
い
る
。
そ

の
ほ
か
、
順
帝
の
皇
権
は
北
郷
侯
よ
り
継
承
し
た
の
で
は
な
く
、
太
后
よ
り

還
し
た
の
で
は
な
く
、
太
后
の
と
こ
ろ
か
ら
奪
っ
た
の
で
あ
る
た
め
、
太
后

の
「
朝
」
空
間
49

に
お
い
て
、
順
帝
が
帝
国
に
対
し
て
自
身
の
皇
帝
の
地
位
お

よ
び
太
后
臨
朝
期
の
終
了
を
明
示
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
わ
ざ
わ
ざ
南
宮
に

行
っ
て
「
百
官
を
召
」
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
順
帝
が
即
位
前
に
北
宮
に
い
た
が
、
順
帝
を
迎
え
る
宦
官
ら
に

か
か
わ
る
崇
徳
殿
は
北
宮
に
あ
る
か
。『
後
漢
書
』
孫
程
伝
に
、

十
一
月
二
日
程 

遂
い
に
王
康
ら
と
与
に
十
八
人
聚
ま
り
て
西
鍾
下
に
於

い
て
謀
し
、
皆
單
衣
を

し
て
誓
と
為
す
。
四
日
夜
、
程
（
遂
）
ら
は
共

に
崇
徳
殿
の
上
に
会
し
、
因
り
て
章
台
門
に
入
る
。
時
に
江
京
・
劉
安
及

三
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び
李
閏
・
陳
達
ら
は
俱
に
省
門
の
下
に
坐
し
、
程
（
遂
）　

王
康
ら
と
共

に
就
き
て
京
・
安
・
達
を
斬
る
。
李
閏
の
権
執　

積
し
く
省
内
の
服
す
る

所
と
為
る
を
以
て
、
引
き
て
主
と
為
さ
ん
と
欲
し
、
因
り
て
刃
を
挙
げ
て

閏
を
脅
し
て
曰
く
、「
今 

当
に
済
陰
王
を
立
つ
べ
し
。
揺
動
す
る
を
得
る

こ
と
無
か
れ
」
と
。
閏
曰
く
、「
諾
」
と
。
是
に
於
て
閏
を
扶
え
て
起
ち
、

俱
に
西
鍾
の
下
に
於
て
済
陰
王
を
迎
え
て
之
を
立
つ
。
是
れ
順
帝
為
り
。

尚
書
令
・
僕
射
以
下
を
召
し
、
輦
の
南
宮
の
雲
台
に
幸
す
る
に
従
は
し
め
、

程
ら
は
留
ま
り
て
省
門
を
守
り
、
内
外
を
遮
り
扞
ぐ
。

 

（
十
一
月
二
日
程
遂
与
王
康
等
十
八
人
聚
謀
於
西
鍾
下
、皆

單
衣
為
誓
。

四
日
夜
、
程
（
遂
）
等
共
会
崇
徳
殿
上
、
因
入
章
台
門
。
時
江
京
・
劉
安

及
李
閏
・
陳
達
等
俱
坐
省
門
下
、
程
（
遂
）
与
王
康
共
就
斬
京
・
安
・
達
、

以
李
閏
権
執
積
為
省
内
所
服
、
欲
引
為
主
、
因
挙
刃
脅
閏
曰
「
今
当
立
済

陰
王
、
無
得
揺
動
。」
閏
曰
「
諾
。」
於
是
扶
閏
起
、
俱
於
西
鍾
下
50

迎
済

陰
王
立
之
、
是
為
順
帝
。
召
尚
書
令
・
僕
射
以
下
、
従
輦
幸
南
宮
雲
台
、

程
等
留
守
省
門
、
遮
扞
内
外
。）51

と
あ
る
。
こ
の
記
載
に
お
い
て
、
注
目
に
値
す
る
と
こ
ろ
が
数
点
あ
る
。
①
時

間
の
こ
と
で
あ
る
。
十
一
月
二
日
に
十
八
人
が
徳
陽
殿
の
西
鍾
下
に
謀
し
、
二

日
後
の
四
日
に
、
崇
徳
殿
の
上
に
会
し
た
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
両
宮
の
間
に

渡
す
時
間
が
充
分
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
②
「
謀
」
す
る
こ
と
で
あ
る
。
順

帝
を
迎
え
る
こ
と
に
お
い
て
最
も
重
要
な
の
は
情
報
の
洩
れ
を
防
ぐ
こ
と
で
あ

る
。
よ
っ
て
、
こ
の
「
謀
」
す
る
場
所
は
皇
太
后
所
在
の
宮
城
で
は
な
い
、
と

い
う
推
定
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
③
省
門
の
こ
と
で
あ
る
。
江
景
・
劉
安
・
陳
達

が
殺
さ
れ
た
省
門
は
、
皇
太
后
所
在
の
宮
城
の
省
門
で
あ
る
に
相
違
な
い
。
こ

の
省
門
の
所
在
地
は
崇
徳
殿
所
在
の
解
析
に
手
が
か
り
を
与
え
る
。
そ
の
う
え

に
、
こ
の
省
門
は
章
台
門
と
同
一
宮
城
に
設
置
さ
れ
た
の
で
あ
る
た
め
、
章
台

門
の
所
在
地
は
省
門
の
所
在
地
を
究
明
す
る
こ
と
に
条
件
を
提
供
し
て
い
る
。

こ
の
省
門
に
つ
い
て
、
孫
程
は
「
長
楽
宮
に
給
事
す
（
給
事
長
楽
宮
）」52
る
宦

官
で
あ
り
、
ま
た
、『
漢
官
儀
』
に
「
帝
の
母　

長
楽
宮
と
称
す
（
帝
母
称
長

楽
宮
）」53
と
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
孫
程
ら
の
主
要
活
動
範
囲
は
皇
太
后
所
在
の

南
宮
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
。
孫
程
ら
の
宮
城
と
江
京
ら
の
所
在
の
宮
城
は
同

一
で
、
南
宮
で
あ
る
。
こ
の
宮
城
は
崇
徳
殿
所
在
の
宮
城
で
あ
る
。

且
つ
ま
た
、
章
台
門
に
つ
い
て
は
、『
東
観
漢
記
』
苗
光
伝
に
次
の
記
載
が

あ
る
。漏　

尽
き
、
光 

尚
席
直
事
と
為
り
て
灯
を
通
ぜ
ん
と
し
、
剣
を
解
き
て

外
に
置
き
、
灯
を
持
ち
て
章
台
門
に
入
る
。
程
ら 

適
々
入
る
。
光　

走

り
て
門
を
出
で
、
剣
を
取
ら
ん
と
欲
す
。
王
康　

呼
び
還
す
も
、
光　

応

ぜ
ず
。
光　

剣
を
得
、
還
り
入
ら
ん
と
欲
す
る
も
、
門　

已
に
閉
じ
た
れ

ば
、
光　

便
ち
宜
秋
門
を
守
る
。
会
々
李
閏　

来
り
て
光
を
出
し
、
因
り

て
と
も
に
済
陰
王
を
迎
え
て
南
宮
の
雲
台
に
幸
せ
し
む
。

 
（
漏
尽
、光
為
尚
席
直
事
通
灯
、解
剣
置
外
、持
灯
入
章
台
門
、程
等
適
入
。

光
走
出
門
、
欲
取
剣
、
王
康
呼
還
、
光
不
応
。
光
得
剣
、
欲
還
入
、
門
已

閉
、
光
便
守
宜
秋
門
、
会
李
閏
来
、
出
光
、
因
与
俱
迎
済
陰
王
幸
南
宮
雲

三
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台
。）54

こ
の
記
載
に
よ
り
、
章
台
門
と
宜
秋
門
は
遠
く
離
れ
て
は
お
ら
ず
、
同
じ
宮

城
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。『
河
南
志
』
の
検
討
に
よ
り
、
章
台
門
と
宜
秋
門

は
と
も
に
後
漢
の
洛
陽
の
南
宮
に
あ
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
順
帝
即
位

の
直
前
に
、
孫
程
ら
の
集
合
す
る
崇
徳
殿
は
南
宮
に
あ
る
と
判
断
で
き
る
。

　
　
　
　

４　

霊
帝
期
の
「
引
入
崇
徳
殿
」

楊
賜
、
蔡
邕
ら
は
霊
帝
の
詔
を
承
り
、
天
象
の
祥
異
を
討
論
し
た
際
の
崇
徳

殿
は
ど
こ
に
あ
る
か
。

『
後
漢
書
』
蔡
邕
列
伝
に
「
時
に
妖
異　

数
々
見
は
れ
、
人 

相 

驚
擾
す
。

其
の
年
の
七
月
、
詔
し
て
邕
を
召
し
て
光
祿
大
夫
の
楊
賜
・
諫
議
大
夫
の
馬
日

磾
・
議
郎
の
張
華
・
太
史
令
の
単
颺
と
与
に
金
商
門
に
詣
ら
し
め
、
引
き
て
崇

徳
殿
に
入
る
（
時
妖
異
数
見
、
人
相
驚
擾
。
其
年
七
月
、
詔
召
邕
与
光
祿
大
夫

楊
賜
・
諫
議
大
夫
馬
日
磾
・
議
郎
張
華
・
太
史
令
単
颺
詣
金
商
門
、
引
入
崇
徳

殿
）」55
と
あ
る
。

し
か
し
、
こ
こ
の
「
崇
徳
殿
」
は
「
崇
徳
署
」
と
記
さ
れ
た
記
録
が
数
条
あ

る
。
同
一
事
情
を
記
述
す
る
と
き
、『
東
観
漢
記
』
楊
賜
伝
に
「
楊
賜
ら 

金
商

門
崇
徳
署
に
入
る
（
楊
賜
等
入
金
商
門
崇
徳
署
）」56
と
記
さ
れ
、『
後
漢
書
』

楊
賜
伝
に
（
楊
）「
賜
及
び
議
郎
の
蔡
邕
ら 

金
商
門
崇
徳
署
に
入
る
（
賜
及
議

郎
蔡
邕
等
入
金
商
門
崇
徳
署
）」57
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
記
述
に
よ

り
、
蔡
邕
ら
が
討
論
を
し
た
場
所
は
必
ず
し
も
崇
徳
殿
と
は
言
え
な
い
が
、
同

じ
「
崇
徳
」
で
名
付
け
ら
れ
た
施
設
で
あ
る
た
め
、
崇
徳
署
は
恐
ら
く
崇
徳
殿

に
関
連
す
る
機
構
で
あ
ろ
う
。
崇
徳
殿
と
崇
徳
署
の
具
体
的
な
位
置
関
係
は
、

史
料
の
制
約
に
よ
っ
て
現
段
階
で
は
究
明
で
き
な
い
が
、
上
記
の
文
献
記
録
に

あ
る
崇
徳
殿
と
崇
徳
署
は
共
に
金
商
門
の
内
側
に
位
置
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
の
う
え
に
、
同
一
事
情
が
『
後
漢
書
』
呂
強
伝
に
「
議
郎
の
蔡
邕
を
召
し
て

金
商
門
に
対
問
せ
し
む
（
召
議
郎
蔡
邕
対
問
於
金
商
門
）」58
と
記
さ
れ
て
い
る

た
め
、
金
商
門
の
所
在
地
は
崇
徳
殿
と
崇
徳
署
の
位
置
を
究
明
す
る
こ
と
に
手

が
か
り
を
与
え
る
の
で
あ
る
。

前
引
し
た
『
東
京
賦
』「
乃
ち
崇
徳
を
新
た
に
し
、
遂
い
に
徳
陽
を
作
る
。

南
端
の
特
闈
を
啓
き
、
応
門
の
将
将
た
る
を
立
つ
。
仁
惠
を
崇
賢
に
昭
か
に

し
、
義
声
を
金
商
に
抗
ぐ
。
雲
龍
を
春
路
に
飛
ば
し
、
神
虎
を
秋
方
に
屯
す

︙
︙
」
と
い
う
記
録
に
対
し
て
、
薛
綜
は
、「
崇
賢
、
東
門
の
名
な
り
。
金
商
、

西
門
の
名
な
り
︙
︙
徳
陽
殿
東
門　

雲
龍
門
と
称
し
、
徳
陽
殿
西
門　

神
虎
門

と
称
す
」
と
注
を
附
し
て
お
り
、
さ
ら
に
、『
後
漢
書
』
順
帝
紀
の
李
賢
の
注

に
は
漢
官
儀
「
崇
賢
門
の
内　

徳
陽
殿
な
り
（
崇
賢
門
内
徳
陽
殿
也
）」59
と
引

用
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
崇
賢
・
金
商
・
雲
龍
・
神
虎
門
は
北
宮
の
徳
陽

殿
に
近
い
こ
と
が
わ
か
る
。
加
え
て
、『
河
南
志
』
に
「
金
商
門
、
神
虎
門
の

内
に
在
り
（
金
商
門
、
在
神
虎
門
内
）」60
と
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
金
商
門
は
神

虎
門
の
内
側
に
位
置
す
る
こ
と
も
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
金
商
門
は
後
漢
洛
陽

の
北
宮
に
あ
り
、
徳
陽
殿
の
西
側
に
位
置
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
金
商
門
の
内

側
に
は
楊
賜
、
蔡
邕
ら
が
霊
帝
の
詔
を
承
り
、
天
象
の
祥
異
を
討
論
し
た
と
き

三
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の
崇
徳
殿
（
或
い
は
崇
徳
署
）
が
あ
る
。
こ
こ
の
崇
徳
殿
は
洛
陽
の
北
宮
に
位

置
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　

５　

献
帝
期
の
「
集
群
僚
於
崇
徳
前
殿
」

『
後
漢
書
』
董
卓
伝
は
、
後
漢
の
末
、
董
卓
が
「
崇
徳
前
殿
」
で
少
帝
を
廃

位
し
、
陳
留
王
を
献
帝
に
改
立
し
た
こ
と
を
記
載
し
て
い
る
。
こ
の
廃
位
と
改

立
の
過
程
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

光
熹
元
年
（
一
八
九
年
）
︙
︙
（
虎
賁
中
郎
将
の
袁
術
）
南
宮
の
九
龍
門

及
び
東
西
宮
を
焼
く
︙
︙
太
后
、
天
子
及
び
陳
留
王
︙
︙
複
道
よ
り
北
宮

に
走
る
︙
︙
（
袁
紹
）
北
宮
門
を
閉
じ
︙
︙
帝
と
陳
留
王
数
十
人　

歩
に

て
穀
門
を
出
で
、小
平
津
に
奔
る
︙
︙
尚
書
の
盧
植　

夜
に
河
の
上
馳
せ
、

王
允
は
河
南
中
部
掾
の
閔
貢
を
遣
は
し
て
植
の
後
に
随
は
し
む
。
貢　

至

る
や
、
剣
を
手
に
し
て
数
人
を
斬
り
、
余
は
皆
な
河
に
投
じ
て
死
す
。
明

日
、
公
卿
百
官　

乃
ち
天
子
を
奉
迎
し
て
宮
に
還
る
。

 

（
光
熹
元
年
︙
︙
（
虎
賁
中
郎
将
袁
術
）
焼
南
宮
九
龍
門
及
東
西
宮
︙
︙

太
后
、
天
子
及
陳
留
王
︙
︙
従
複
道
走
北
宮
︙
︙
（
袁
紹
）
閉
北
宮
門

︙
︙
帝
与
陳
留
王
数
十
人
歩
出
穀
門
、
奔
小
平
津
︙
︙
尚
書
盧
植
夜
馳
河

上
、
王
允
遣
河
南
中
部
掾
閔
貢
随
植
後
。
貢
至
、
手
剣
斬
数
人
、
余
皆
投

河
而
死
。
明
日
、
公
卿
百
官
乃
奉
迎
天
子
還
宮
。）61

 

（
董
卓
）　

群
僚
を
崇
徳
前
殿
に
集
め
、
遂
い
に
太
后
を
脅
か
し
て
、
策

し
て
少
帝
を
廃
す
。
曰
く
、「
皇
帝　

喪
に
在
る
も
、人
の
子
た
る
心
無
く
、

威
儀
は
人
君
に
類
せ
ず
。
今　

廃
し
て
弘
農
王
と
為
す
」
と
。
乃
ち
陳
留

王
を
立
つ
、
是
れ
献
帝
為
り
。
又　

議
す
ら
く
、「
太
后
は
永
楽
太
后
を

䠞
迫
し
て
、
憂
死
せ
し
む
る
に
至
る
。
婦
姑
の
礼
に
逆
い
、
孝
順
の
節
無

し
」
と
。
永
安
宮
に
遷
し
、
遂
い
に
弑
を
以
て
崩
ず
。

 

（（
董
卓
）
集
群
僚
於
崇
徳
前
殿
、
遂
脅
太
后
、
策
廃
少
帝
。
曰
「
皇
帝

在
喪
、無
人
子
之
心
、威
儀
不
類
人
君
、今
廃
為
弘
農
王
。」
乃
立
陳
留
王
、

是
為
献
帝
。
又
議
太
后
䠞
迫
永
楽
太
后
、
至
令
憂
死
、
逆
婦
姑
之
礼
、
無

孝
順
之
節
、
遷
於
永
安
宮
、
遂
以
弒
崩
。）62

少
帝
は
元
々
南
宮
に
住
ん
で
い
た
が
、
南
宮
の
九
龍
門
お
よ
び
東
西
宮
が
袁

術
に
よ
っ
て
焼
か
れ
た
た
め
、
北
宮
に
行
っ
た
。
そ
の
後
、
袁
紹
が
北
宮
を
閉

じ
、
少
帝
た
ち
は
北
宮
か
ら
脱
出
し
、
洛
陽
城
の
北
垣
に
あ
る
穀
門
か
ら
洛
陽

城
に
出
た
。
尚
書
の
盧
植
ら
は
河
ま
で
追
い
か
け
て
、
数
人
を
斬
っ
た
。
そ
の

翌
日
、
公
卿
百
官
は
少
帝
を
迎
え
て
宮
城
に
帰
っ
た
。
そ
の
後
、
董
卓
は
崇
徳

殿
で
百
官
を
召
集
し
大
会
を
開
き
、
少
帝
の
廃
位
を
行
な
っ
た
。

こ
こ
で
重
要
な
の
は
少
帝
の
帰
っ
た
宮
城
は
南
宮
で
あ
ろ
う
か
。
少
帝
は
脱

出
前
、
南
宮
で
生
活
し
て
い
た
。
後
に
南
宮
の
九
龍
門
な
ど
が
焼
か
れ
た
が
、

火
は
宮
城
の
中
枢
部
に
は
及
ば
な
か
っ
た
。
故
に
、
南
宮
に
帰
っ
た
可
能
性
が

高
い
。
皇
帝
の
廃
位
・
改
立
は
帝
国
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
政
治
活
動
と
い
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
。
皇
帝
の
廃
位
・
改
立
は
宮
城
に
あ
る
最
も
重
要
な
場
所

三
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で
行
う
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
北
宮
で
こ
の
大
会
を
行
う
の
で
あ
れ
ば
、
徳

陽
殿
で
催
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
た
め
、
こ
こ
の
崇
徳
殿
は
南
宮
に

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
光
熹
元
年
（
一
八
九
年
）
の
廃
位
・
改
立
は
太

后
臨
朝
期
に
起
こ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
時
の
朝
政
展
開
の
実
際
的
な
場
所

は
南
宮
の
太
后
「
朝
」
空
間
で
あ
る
た
め
、
崇
徳
殿
は
南
宮
に
あ
る
と
判
断
で

き
る
。

こ
こ
ま
で
述
べ
て
き
た
五
つ
の
時
期
の
記
載
に
関
す
る
分
析
を
総
括
す
れ

ば
、
南
宮
に
は
確
実
に
後
漢
の
「
朝
」
空
間
に
関
連
し
て
い
る
崇
徳
殿
が
あ
る

が
、
北
宮
に
は
崇
徳
署
に
か
か
わ
る
崇
徳
殿
も
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
筆
者
は

『
河
南
志
』
の
南
宮
に
も
北
宮
に
も
崇
徳
殿
が
あ
る
と
い
う
「
両
宮
説
」
が
妥

当
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
　

三　
「
両
宮
説
」
成
立
の
原
因
─
─
後
漢
「
朝
」
空
間
か
ら
の
影
響

な
ぜ
後
漢
洛
陽
の
南
宮
と
北
宮
に
は
共
に
「
崇
徳
」
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
れ
は
、
恐
ら
く
後
漢
の
北
「
正
宮
」
皇
帝
「
朝
」・
南
「
離
宮
」
太
后
「
朝
」

空
間
の
特
徴
と
密
接
に
関
連
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

後
漢
洛
陽
に
お
い
て
、
帝
国
「
大
朝
会
」
を
行
な
っ
て
皇
帝
が
親
ら
国
政
を

執
る
空
間
で
あ
る
皇
帝
「
朝
」
空
間
が
あ
り
、
ま
た
、
太
后
が
少
帝
の
代
わ
り

に
国
政
を
執
る
空
間
で
あ
る
太
后
「
朝
」
空
間
も
あ
る
。
光
武
帝
時
期
に
、
南

宮
に
一
時
的
に
皇
帝
「
朝
」
空
間
を
設
置
し
た
が
、
明
帝
以
後
、
正
式
的
な
皇

帝
「
朝
」
空
間
は
北
宮
に
固
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
固
定
さ
れ
た
際
、

後
漢
の
北
宮
は
「
正
宮
」
に
な
り
、
南
宮
は
「
離
宮
」
に
な
っ
た
。
し
か
し
、

後
漢
の
長
い
太
后
臨
朝
期
の
存
在
の
た
め
、
廃
除
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
「
離

宮
」
の
「
朝
」
空
間
は
保
存
さ
れ
て
い
た
。

礼
制
を
重
視
し
つ
つ
、
周
礼
を
参
照
と
し
て
「
朝
」
空
間
を
構
築
す
る
の
は

後
漢
の
時
代
特
徴
で
あ
る
。
こ
の
後
漢
の
時
代
特
徴
を
考
慮
す
れ
ば
、
な
ぜ
南

北
宮
に
お
い
て
、
異
な
る
「
朝
」
空
間
63

が
存
在
し
た
か
、
と
い
う
問
に
対
し

て
、
筆
者
は
こ
こ
で
一
つ
の
仮
説
を
提
出
す
る
。
長
年
の
太
后
臨
朝
期
が
な

か
っ
た
と
仮
定
す
れ
ば
、
後
漢
の
「
朝
」
空
間
は
北
宮
「
朝
」
空
間
の
み
残
さ

れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。

新
莽
の
存
在
の
た
め
、
光
武
帝
は
皇
権
に
対
す
る
外
戚
の
力
の
厳
重
さ
を
痛

感
し
て
い
た
。『
後
漢
書
』
明
帝
紀
に
「（
明
）
帝 

建
武
の
制
度
を
遵
奉
し
、

敢
て
違
う
者
無
し
。
後
宮
の
家
、
侯
に
封
ぜ
ら
れ
政
に
与
る
を
得
ず
（
帝
遵
奉

建
武
制
度
、
無
敢
違
者
。
後
宮
之
家
、
不
得
封
侯
与
政
）」64
と
あ
り
、『
東
観

漢
記
』
に
「
光
武　

前
代
の
権
臣　

太
だ
盛
ん
し
て
、
外
戚　

政
に
与
り
、
上

は
明
主
を
濁
し
、
下
は
臣
子
を
危
く
せ
し
を
閔
傷
し
、
后
族
の
陰
・
郭
の
家
は

九
卿
を
過
ぎ
ず
、
親
属
の
栄
位
は
許
・
史
・
王
氏
の
半
ば
に
及
ぶ
能
は
ざ
る
の

み
（
光
武
閔
傷
前
代
権
臣
太
盛
、
外
戚
与
政
、
上
濁
明
主
、
下
危
臣
子
、
后
族

陰
・
郭
之
家
不
過
九
卿
、
親
属
栄
位
不
能
及
許
・
史
・
王
氏
之
半
耳
）」65
と
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
長
年
の
太
后
臨
朝
、
お
よ
び
外
戚
専
権
は
光
武
帝
と
明
帝
が
全
力

で
防
ぐ
こ
と
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
後
漢
の
長
年
の
太
后
臨
朝
期
は
、
光
武

帝
と
明
帝
の
予
想
で
き
な
か
っ
た
状
況
で
あ
る
。

三
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故
に
、
後
漢
の
太
后
臨
朝
の
状
態
を
除
き
、
後
漢
初
期
の
「
朝
」
空
間
の
構

築
計
画
を
改
め
て
考
慮
す
れ
ば
、「
朝
」
空
間
全
体
が
南
宮
か
ら
北
宮
に
移
さ

れ
る
と
い
う
計
画
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
北
宮
の
徳
陽
殿
が
建
設
さ
れ
た

後
、
明
帝
の
政
務
場
所
は
北
宮
に
な
り
、
章
帝
が
一
生
北
宮
で
政
務
を
執
っ
た

こ
と
か
ら
、
光
武
帝
と
明
帝
の
元
来
の
目
的
は
、
南
宮
を
一
時
的
な
宮
城
と
し

て
使
用
し
、
最
後
に
後
漢
の
「
朝
」
空
間
の
全
体
を
北
宮
に
固
定
す
る
つ
も
り

で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
、
南
宮
が
恐
ら
く
廃
除
さ
れ
る
と
推
定
で
き
る
。

後
漢
初
期
に
使
用
さ
れ
た
南
宮
は
、
後
漢
以
前
に
既
に
存
在
し
て
い
た
宮
城

で
あ
る
。
既
存
の
南
北
両
宮
は
帝
都
に
相
応
し
い
空
間
配
置
を
持
っ
て
い
な

か
っ
た
た
め
、
明
帝
期
に
修
繕
し
は
じ
め
た
。
後
漢
の
洛
陽
は
長
期
建
設
中

の
帝
都
で
あ
る
と
言
え
る
。
漢
魏
洛
陽
故
城
の
考
古
学
的
調
査
結
果
に
お
い

て
、
洛
陽
の
帝
都
建
設
の
最
終
的
な
図
面
に
は
南
宮
が
な
い
。
漢
魏
洛
陽
故
城

の
発
掘
結
果
お
よ
び
北
魏
洛
陽
城
の
発
掘
結
果
に
よ
り
、
曹
魏
か
ら
北
魏
に
わ

た
り
、
洛
陽
で
都
を
建
て
た
帝
国
は
、
後
漢
北
宮
の
跡
を
元
に
宮
城
を
構
築
し

た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
う
え
、
北
宮
の
み
の
跡
は
基
礎
と
さ
れ
た
が
、
南
宮

は
廃
除
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
後
漢
洛
陽
の
帝
都
建
設
が
完
全
に
終
了
す
れ

ば
、
北
宮
の
み
の
帝
都
空
間
が
現
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。

故
に
、
後
漢
の
帝
都
建
設
計
画
に
お
い
て
、
南
宮
主
殿
と
し
て
の
崇
徳
殿
は

北
宮
に
移
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
南
宮
の
廃
除
と
と
も
に
、
新
た
な

崇
徳
殿
を
北
宮
に
設
置
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
後
漢
の
末
に
至
っ
て
も
、

こ
の
計
画
は
完
全
に
実
現
さ
れ
な
か
っ
た
。
実
現
さ
れ
な
か
っ
た
理
由
は
二
つ

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

一
つ
は
、
後
漢
に
は
帝
国
「
朝
」
空
間
を
完
全
に
構
築
す
る
人
力
・
物
力
・

財
力
が
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
証
拠
は
、
北
宮
徳
陽
殿
の
建
設
は
大
い

に
反
対
さ
れ
た
。
主
殿
の
み
の
構
築
も
強
く
反
対
さ
れ
、「
朝
」
空
間
全
体
を

改
め
て
構
築
す
る
の
な
ら
、
ど
れ
ほ
ど
の
抵
抗
と
困
難
を
招
い
た
か
、
と
い

う
こ
と
は
想
像
し
難
く
な
い
。
も
う
一
つ
は
、
後
漢
が
長
年
の
太
后
臨
朝
に

あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
長
年
の
太
后
臨
朝
状
況
は
、
光
武
帝
と
明
帝
が
洛
陽
の

「
朝
」
空
間
建
設
を
計
画
し
た
際
に
は
、
考
慮
す
る
は
ず
の
な
い
こ
と
で
あ
る
。

太
后
「
朝
」
空
間
が
南
宮
に
あ
る
た
め
、
南
宮
は
後
漢
の
末
ま
で
に
保
存
さ
れ

た
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
南
宮
主
殿
と
し
て
の
崇
徳
殿
も
自
然
に
保
存
さ
れ
た
。

換
言
す
れ
ば
、
北
宮
の
崇
徳
殿
は
後
漢
の
「
朝
」
空
間
の
建
設
計
画
中
の
も

の
で
あ
り
、
徳
陽
殿
の
附
属
建
築
の
一
つ
と
し
て
構
築
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

あ
る
66

。
南
宮
の
崇
徳
殿
は
後
漢
の
「
朝
」
空
間
建
設
計
画
に
お
い
て
、
廃
除

さ
れ
る
予
定
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
北
宮
の
「
朝
」
空
間
の
建
設
計
画

が
完
全
に
実
行
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
と
、
長
年
に
わ
た
る
太
后
臨
朝
期
が
あ
る

こ
と
の
た
め
、
南
宮
の
崇
徳
殿
は
実
際
に
保
存
さ
れ
た
。

総
じ
て
い
え
ば
、
後
漢
の
南
宮
と
北
宮
に
は
共
に
崇
徳
殿
が
あ
る
原
因
は
、

後
漢
「
朝
」
空
間
の
建
設
計
画
と
建
設
現
実
と
の
衝
突
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
後
漢
洛
陽
に
お
け
る
皇
帝
「
朝
」
空
間
と
太
后
「
朝
」
空
間
の
存

在
は
、
崇
徳
殿
所
在
の
「
両
宮
説
」
の
成
立
の
根
本
的
原
因
で
あ
ろ
う
。

三
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お
わ
り
に

後
漢
洛
陽
崇
徳
殿
の
所
在
に
関
す
る
「
南
宮
説
」、「
北
宮
説
」
と
「
両
宮
説
」

は
今
日
に
至
る
ま
で
学
界
で
争
論
さ
れ
絶
え
ざ
る
問
題
で
あ
る
。
本
稿
は
、
先

行
研
究
を
踏
ま
え
、
後
漢
「
朝
」
空
間
の
特
徴
を
考
え
つ
つ
、
崇
徳
殿
の
所
在

問
題
を
再
検
討
し
た
。

そ
の
検
討
に
よ
り
、『
東
京
賦
』
に
記
載
さ
れ
る
「
乃
新
崇
徳
」
の
明
帝
期

の
崇
徳
殿
は
北
宮
に
あ
り
、
殤
帝
の
殯
礼
お
よ
び
安
帝
の
即
位
礼
を
行
っ
た
場

所
で
あ
る
崇
徳
殿
は
南
宮
に
あ
り
、
順
帝
の
即
位
前
後
の
過
程
を
記
述
し
て
い

る
史
料
の
中
に
あ
る
崇
徳
殿
は
南
宮
に
位
置
し
、
楊
賜
・
蔡
邕
ら
が
霊
帝
の
詔

を
承
っ
て
天
象
の
祥
異
を
討
論
し
た
場
所
で
あ
る
崇
徳
殿
は
北
宮
に
位
置
し
、

董
卓
が
献
帝
を
改
立
し
た
場
所
で
あ
る
崇
徳
殿
は
南
宮
に
あ
る
こ
と
が
わ
か

る
。
す
な
わ
ち
、
南
宮
と
北
宮
に
は
共
に
崇
徳
殿
が
あ
る
と
い
う
「
両
宮
説
」

が
妥
当
で
あ
る
。

崇
徳
殿
所
在
の
「
両
宮
説
」
の
成
立
は
後
漢
の
北
「
正
宮
」
皇
帝
「
朝
」・

南
「
離
宮
」
太
后
「
朝
」
空
間
の
特
徴
と
密
接
に
関
連
し
、
後
漢
「
朝
」
空
間

の
建
設
計
画
と
建
設
現
実
と
の
衝
突
に
よ
っ
て
影
響
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
後
漢

「
朝
」
空
間
の
建
設
計
画
に
お
い
て
、
南
宮
の
崇
徳
殿
は
南
宮
「
朝
」
空
間
の

廃
除
に
し
た
が
っ
て
廃
棄
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。

＊ 

山
口
大
学
大
学
院
東
ア
ジ
ア
研
究
科
コ
ラ
ボ
研
究
員
（R

esearcher of The 

G
raduate School of East A

sian Studies, Yam
aguchi U

niversity

）、
西
安

外
国
語
大
学
日
本
文
化
経
済
学
院
東
北
ア
ジ
ア
研
究
中
心
（Instructor of 

The N
ortheast A

sian R
esearch C

enter, School of Japanese Studies, X
i'an 

International Studies U
niversity

）

註１ 

（
清
）
顧
祖
禹
『
読
史
方
輿
紀
要
』
巻
四
十
八
・
河
南
三
（
中
華
書
局
、
二

〇
〇
五
年
）
二
二
三
四
頁
。

２ 

『
芸
文
類
聚
』
巻
六
十
二
に
引
用
さ
れ
る
後
漢
の
李
尤
「
徳
陽
殿
銘
」
に
は

「
皇
穹
垂
象
、
以
示
帝
王
、
紫
薇
之
則
、
弘
誕
弥
光
。
大
漢
体
天
、
承
以
徳
陽
」

と
あ
る
。
こ
の
記
載
は
、
徳
陽
殿
が
後
漢
の
帝
王
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
帝

国
中
心
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
記
載
し
て
い
る
。

３ 

村
元
健
一
『
漢
魏
晋
南
北
朝
時
代
の
都
城
と
陵
墓
の
研
究
』（
汲
古
書
院
、

二
〇
一
六
年
）
一
七
六
頁
。

４ 

前
掲
書
『
漢
魏
晋
南
北
朝
時
代
の
都
城
と
陵
墓
の
研
究
』、
一
七
六
～
一
八

〇
頁
。

５ 
田
中
一
輝
『
西
晋
時
代
の
都
城
と
政
治
』（
朋
友
書
店
、
二
〇
一
七
年
）
五

一
～
五
四
頁
。

６ 

拙
稿『
秦
漢
時
代「
朝
」空
間
研
究
』（
山
口
大
学
大
学
院
東
ア
ジ
ア
研
究
科
、

博
士
学
位
論
文
、
二
〇
一
九
年
九
月
）

三
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７ 
皇
帝
「
朝
」
空
間
と
は
、
帝
国
「
大
朝
会
」
を
行
い
、
且
つ
皇
帝
が
親
ら
国

政
を
執
る
空
間
で
あ
る
。
太
后
「
朝
」
空
間
と
は
、
太
后
が
少
帝
の
代
わ
り

に
国
政
を
執
る
空
間
で
あ
る
。（
前
掲
文
『
秦
漢
時
代
「
朝
」
空
間
研
究
』

第
三
章
を
参
照
）

８ 

本
稿
は
拙
稿
『
秦
漢
時
代
「
朝
」
空
間
研
究
』
の
「
附
録
」
を
元
に
補
足
し

て
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

９ 

前
掲
文
『
秦
漢
時
代
「
朝
」
空
間
研
究
』
第
三
章
を
参
照
。

10 

『
後
漢
書
』
巻
五
・
孝
安
帝
紀
第
五
（
中
華
書
局
、一
九
六
五
年
）
二
〇
三
頁
。

11 

前
掲
書
『
後
漢
書
』
巻
五
・
孝
安
帝
紀
第
五
、
李
賢
注
、
二
〇
三
頁
。

12 

前
掲
書
『
後
漢
書
』
巻
六
十
下
・
蔡
邕
列
伝
第
五
十
下
、
李
賢
注
、
一
九

九
八
頁
。

13 

『
三
国
志
』
巻
二
・
魏
書
二
（
中
華
書
局
、
一
九
六
四
年
）
七
六
頁
。

14 

『
水
経
注
校
証
』
巻
十
六
（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
七
年
）
三
九
七
頁
。

15 

前
掲
書
『
読
史
方
輿
紀
要
』
巻
四
十
八
・
河
南
三
（
中
華
書
局
、二
〇
〇
五
年
）

二
二
三
四
頁
。

16 

張
鳴
華
「
東
漢
南
宮
考
」（『
中
国
史
研
究
』、
二
〇
〇
四
年
、
第
二
期
）。

17 

王
啓
敏
「
東
漢
洛
陽
南
宮
史
事
考
」（『
洛
陽
師
範
学
院
学
報
』、
二
〇
一
五

年
・
第
六
期
）

18 

『
文
選
』
巻
三
（
中
華
書
局
、
一
九
七
七
年
）
五
五
頁
。

19 

銭
国
祥
「
中
国
古
代
漢
唐
都
城
形
制
的
演
進
─
─
由
曹
魏
太
極
殿
談
唐
長

安
城
形
制
的
淵
源
」（『
中
原
文
物
』、
二
〇
一
六
年
、
第
四
期
）

20 

外
村
中
「
魏
晋
洛
陽
都
城
制
度
攷
」（『
人
文
学
報
』
二
〇
一
〇
年
九
九
号
、

二
〇
一
〇
年
十
二
月
）。

21 

前
掲
書
『
漢
魏
晋
南
北
朝
時
代
の
都
城
と
陵
墓
の
研
究
』、
一
七
六
～
一
八

〇
頁
。

22 

前
掲
書
『
西
晋
時
代
の
都
城
と
政
治
』、
五
三
～
五
四
頁
。

23 

陳
蘇
鎮
「
東
漢
的
南
宮
和
北
宮
」（『
文
史
』、
二
〇
一
八
年
、
第
一
期
）

24 

『
河
南
志
』（
中
華
書
局
、
一
九
九
四
年
）
四
四
頁
。

25 

前
掲
書
『
河
南
志
』、
四
九
頁
。

26 

李
久
昌
『
国
家
、
空
間
与
社
会
─
─
古
代
洛
陽
都
城
空
間
演
変
研
究
』（
三

秦
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
）
を
参
照
。

27 

前
掲
文
『
秦
漢
時
代
「
朝
」
空
間
研
究
』
第
三
章
を
参
照
。

28 

前
掲
書
『
文
選
』、
五
五
頁
。

29 

前
掲
書
『
文
選
』、
五
五
頁
。

30 

前
掲
書
『
後
漢
書
』
巻
四
・
孝
和
孝
殤
帝
紀
第
四
、
一
九
九
頁
。

31 

『
漢
書
』
巻
六
・
武
帝
紀
第
六
（
中
華
書
局
、
一
九
六
四
年
）
二
一
一
～
二

一
二
頁
。

32 

服
虔
曰
「
天
子
死
未
有
謚
、
称
大
行
。」（『
史
記
』
孝
景
本
紀
）

33 

前
掲
書
『
漢
書
』
巻
六
十
八
・
霍
光
金
日
磾
伝
第
三
十
八
、
二
九
四
〇
頁
。

34 
前
掲
書
『
後
漢
書
』
巻
一
下
・
光
武
帝
紀
第
一
下
、
八
五
頁
。

35 
前
掲
書
『
後
漢
書
』
巻
四
十
二
・
光
武
十
王
列
伝
第
三
十
二
、
一
四
四
六
頁
。

36 

前
掲
書
『
後
漢
書
』
巻
七
・
孝
桓
帝
紀
第
七
、
三
二
〇
頁
。

37 

前
掲
書
『
後
漢
書
』
巻
十
下
・
皇
后
紀
第
十
下
、
四
四
六
頁
。

38 

前
掲
書
『
後
漢
書
』
巻
八
・
孝
霊
帝
紀
第
八
、
三
五
七
頁
。

三
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39 
前
掲
書
『
後
漢
書
』
巻
六
十
九
・
竇
何
列
伝
第
五
十
九
、
二
二
四
九
頁
。

40 
前
掲
書
『
後
漢
書
』
巻
十
下
・
皇
后
紀
第
十
下
、
四
四
六
頁
。

41 

後
漢
諸
帝
の
即
位
・
謁
廟
・
大
葬
の
順
序
と
間
隔
（
日
数
）（
前
掲
書
『
古

代
中
国
と
皇
帝
祭
祀
』、
二
〇
五
頁
）
に
よ
る
計
算
す
る
。

42 

漢
代
諸
帝
の
即
位
礼
は
初
期
の
「
廟
」
で
即
位
す
る
こ
と
よ
り
、「
柩
前
即

位
」す
る
こ
と
へ
変
化
し
て
き
た
。
特
に
後
漢
諸
帝
は「
柩
前
」で
即
位
し
た
。

（
金
子
修
一
『
古
代
中
国
と
皇
帝
祭
祀
』、
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
一
年
、
二
〇

五
頁
を
参
照
）

43 

前
掲
書
『
漢
魏
晋
南
北
朝
時
代
の
都
城
と
陵
墓
の
研
究
』、
一
七
六
～
一
九

二
頁
。

44 

『
資
治
通
鑑
』
巻
五
十
・
漢
紀
四
十
二
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
七
年
）

三
四
一
頁
。

45 

前
掲
書
『
後
漢
書
』
巻
十
下
・
皇
后
紀
第
十
下
、
四
三
六
～
四
三
七
頁
。

46 

前
掲
書
『
後
漢
書
』
巻
六
・
孝
順
孝
沖
孝
質
帝
紀
第
六
、二
四
九
～
二
五
〇
頁
。

47 

渡
邉
将
智
「
後
漢
洛
陽
城
に
お
け
る
皇
帝
・
諸
官
の
政
治
空
間
」（『
史
学

雑
誌
』
一
一
九
巻
（
一
二
号
）、
二
〇
一
〇
年
）
は
、
後
漢
の
「
禁
中
は
南

宮
に
あ
っ
た
」
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

48 

前
掲
書
『
後
漢
書
』
巻
六
十
一
・
左
周
黄
列
伝
第
五
十
一
、
二
〇
三
四
頁
。

49 

章
和
二
年
（
八
八
年
）
か
ら
中
平
六
年
（
一
八
九
年
）
ま
で
の
一
〇
一
年

の
間
に
、
後
漢
の
国
権
は
数
回
も
太
后
に
よ
っ
て
握
ら
れ
て
い
た
。
太
后
が

皇
帝
と
同
様
に
「
前
殿
に
臨
み
、
群
臣
を
朝
」
し
て
い
た
た
め
、
太
后
臨
朝

期
に
お
い
て
、太
后
の
政
務
を
執
る
空
間
と
し
て
の
太
后
「
朝
」
空
間
が
あ
っ

た
。
そ
の
所
在
地
は
後
漢
洛
陽
の
南
宮
で
あ
る
。（
前
掲
文『
秦
漢
時
代「
朝
」

空
間
研
究
』
第
三
章
を
参
照
）

50 

『
東
観
漢
記
』
順
帝
紀
に
「
中
黄
門
孫
程
等
十
九
人
共
討
賊
臣
、
以
迎
済
陰

王
於
徳
陽
殿
西
鍾
下
、
即
皇
帝
位
」
と
あ
る
。

51 

前
掲
書
『
後
漢
書
』
巻
七
十
八
・
宦
者
列
伝
第
六
十
八
、
二
五
一
五
頁
。

52 

前
掲
書
『
後
漢
書
』
巻
七
十
八
・
宦
者
列
伝
第
六
十
八
、
二
五
一
四
頁
。

53 

前
掲
書
『
後
漢
書
』
巻
十
下
・
皇
后
紀
第
十
下
、
四
四
二
頁
。

54 

『
東
観
漢
記
校
注
』
巻
十
八
（
中
州
古
籍
出
版
社
、一
九
八
七
年
）
七
九
〇
頁
。

55 

前
掲
書
『
後
漢
書
』
巻
六
十
下
・
蔡
邕
列
伝
第
五
十
下
、
一
九
九
八
頁
。

56 

前
掲
書
『
東
観
漢
記
校
注
』
巻
十
七
、
七
二
六
頁
。

57 

前
掲
書
『
後
漢
書
』
巻
五
十
四
・
楊
震
列
伝
第
四
十
四
、
一
七
七
九
頁
。

58 

前
掲
書
『
後
漢
書
』
巻
七
十
八
・
宦
者
列
伝
第
六
十
八
、
二
五
三
一
頁
。

59 

前
掲
書
『
後
漢
書
』
巻
六
・
孝
順
孝
沖
孝
質
帝
紀
第
六
、
二
四
九
頁
。

60 

前
掲
書
『
河
南
志
』、
四
八
頁
。

61 

前
掲
書
『
後
漢
書
』
巻
六
十
九
・
竇
何
列
伝
第
五
十
九
、
二
二
五
六
頁
。

62 

前
掲
書
『
後
漢
書
』
巻
七
十
二
・
董
卓
列
伝
第
六
十
二
、
二
三
二
四
頁
。

63 

南
宮
の
「
朝
」
空
間
構
成
は
、前
漢
の
「
朝
」
空
間
を
参
照
し
て
築
か
れ
た
。

北
宮
の
「
朝
」
空
間
構
成
は
、
後
漢
が
周
礼
を
参
照
し
つ
つ
、
既
存
の
帝
国

「
朝
」
空
間
構
成
を
調
整
し
た
結
果
で
あ
る
。

64 

前
掲
書
『
後
漢
書
』
巻
二
・
明
帝
紀
第
二
、
一
二
四
頁
。

65 

前
掲
書
『
東
観
漢
記
校
注
』
巻
二
、
五
八
頁
。

66 

崇
徳
殿
以
外
に
、『
河
南
志
』
に
は
も
う
一
つ
の
門
も
同
時
に
南
・
北
宮
の

四
〇



条
に
書
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
章
台
門
で
あ
る
。『
河
南
志
』
に
よ
り
、
南

宮
の
章
台
門
は
崇
徳
殿
の
前
に
位
置
し
た
。
北
宮
に
は
、
章
台
門
と
章
台
殿

（
南
宮
に
は
章
台
殿
は
な
い
）
が
あ
る
。
章
台
殿
は
「
応
門
の
内
」
に
位
置

す
る
た
め
、
章
台
門
は
徳
陽
殿
に
近
い
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
北
宮
の
崇

徳
殿
と
崇
徳
署
が
北
宮
徳
陽
殿
の
金
商
門
の
内
に
あ
る
た
め
、
徳
陽
殿
の
附

属
建
築
の
一
つ
と
推
定
で
き
る
。

四
一


